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「
だ
ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
」
と
い
う
映
画
が
つ

く
ら
れ
た
の
は
い
つ
だ

っ
た
か
。
遠
い
昔
の
こ
と
で
あ

っ
た
け
れ
ど
、
最
近
は
「
だ
ま

す
人
、
だ
ま
さ
れ
る
人
」
な
ど

と
題
し
た
教
養
本
が
多
く
出
て

い
て
、
だ
ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
幅
を
き
か
せ
て
い
る
こ
と
を

裏
付
け
る
▼
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
と

い
っ
た
取
引
も
ま
た
、
だ
ま
し

の
商
い
か
。
僅
か
の
資
本
で
そ

の
数
百
倍
の
取
引
が
成
立
し
て
、

束
の
間
に
巨
万
の
富
を
得
る
。

そ
の
一
方
で
突
然
、
大
会
社
が

何
十
億
円
も
の
損
失
発
生
で
経

営
破
綻
す
る
。
そ
し
て
、
ね
ず

み
講
、
金
券
取
引
な
ど
、
社
会

問
題
化
し
た
事
件
も
多
い
▼
虚

偽
申
告
や
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引

事
件
が
表
面
化
す
る
や
、
そ
の

企
業
の
価
値
が
全
く
薄
っ
ぺ
ら

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
や

が
て
あ
ざ
む
か
れ
た
人
々
の
嘆

き
や
狼
狽
ぶ
り
が
報
じ
ら
れ
る

の
だ
が
、
今
な
お
、
だ
ま
し
は

生
き
る
知
恵
、
才
覚
だ
な
ど
と
、

助
長
す
る
風
潮
が
漂
う
▼
そ
れ

だ
け
に
、
人
間
の
生
き
方
や
倫

理
観
を
育
む
企
業
風
土
こ
そ
、

蘇
生
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２　マル経審査委員研修会、「紅そ
ば」を利賀ブランドへ

３　商工会長視察研修、特産品クリ
ニック出品募集

４　商工会元気シリーズ　元気推奨
優良店

５　商工会ＮＥＷＳ、アドバイス経
営

６　チャレンジ創業、ワンポイント
税務

７　パートタイム労働法改正、経営
者休業補償制度

８　９月各地イベント案内

　

富
山
市
南
部
地
域
（
大
山
、
大

沢
野
細
入
、
八
尾
町
、
山
田
、
婦

中
町
）
の
五
商
工
会
は
、
昨
年
十

一
月
に
合
併
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
商
工
会
の
合
併
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
来
た
。

　

そ
し
て
、
今
般
、
平
成
二
十
一

年
四
月
一
日
の
新
設
合
併
を
目
指

し
て
、
九
月
二
十
六
日
に
五
商
工

会
に
お
い
て
合
併
協
議
会
発
会
式

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

五
商
工
会
の
合
併
後
の
会
員
数

は
約
二
千
四
百
で
、
同
じ
く
二
十

一
年
の
合
併
を
目
指
し
て
い
る
南

砺
市
地
域
の
会
員
数
約
二
千
八
百

に
次
い
で
、
県
下
二
番
目
の
大
き

な
商
工
会
の
誕
生
と
な
る
。
ま
た
、

大
沢
野
細
入
商
工
会
は
、
昨
年
四

月
の
合
併
（
大
沢
野
町
商
工
会
と

細
入
村
商
工
会
）
に
続
い
て
、
二

度
目
の
合
併
と
な
る
。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
市
町

村
合
併
に
よ
る
同
一
行
政
の
中
で

の
商
工
会
の
連
携
の
必
要
性
や
、

行
財
政
改
革
に
伴
う
商
工
会
の
改

革
へ
の
取
り
組
み
、
さ
ら
に
県
内

商
工
会
の
自
立
的
発
展
と
、
事
務

局
体
制
の
充
実
、
財
政
の
合
理
化
、

多
様
化
す
る
会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
組
織
再
編
を
進
め
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
他
に
四
つ
の
地

域
で
も
合
併
に
向
け
た
取
り
組
み

が
具
体
化
し
て
い
る
。

　

各
地
域
で
、
合
併
検
討
委
員
会

や
合
併
促
進
協
議
会
等
が
既
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
組
織
・
財
政
・

事
業
の
専
門
部
会
と
ワ
ー
キ
ン
グ

委
員
会
で
、
合
併
に
伴
う
事
務
所

所
在
地
や
会
費
賦
課
基
準
、
地
域

振
興
事
業
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
る
。

　

他
の
四
地
域
の
協
議
会
等
は
次

の
と
お
り
。

平
成
二
十
年
四
月
一
日
合
併

●
射
水
市
地
域
の
四
商
工
会
（
小

杉
、
大
門
、
大
島
、
下
村
）

　

九
月
に
会
員
説
明
会
を
開
催
し

て
、
十
月
に
合
併
契
約
締
結
式
を

予
定
。（
会
員
数
、
約
千
六
百
）

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
合
併

●
南
砺
市
地
域
の
七
商
工
会
（
福

光
、
福
野
、
井
波
、
城
端
、
五
箇

山
、
利
賀
村
、
井
口
）

　

六
月
の
合
併
協
議
会
発
足
に
よ

り
、
各
専
門
部
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ

委
員
会
で
合
併
内
容
の
細
部
検
討

中
。（
会
員
数
、
約
二
千
八
百
）

●
富
山
市
北
部
地
域
の
三
商
工
会

（
水
橋
、
和
合
、
呉
羽
）

　

昨
年
九
月
に
合
併
促
進
協
議
会

を
設
置
し
て
検
討
を
重
ね
て
、
十

一
月
に
合
併
協
議
会
発
会
式
を
予

定
。（
会
員
数
、
約
千
四
百
）

●
高
岡
市
地
域
の
三
商
工
会
（
中

田
・
戸
出
・
福
岡
）

　

昨
年
八
月
か
ら
合
併
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
協
議
を
重
ね
て
、

近
く
合
併
協
議
会
準
備
会
を
開
催
。

（
会
員
数
、
約
千
百
）
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設設
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マル経審査のポイントを勉強する審査委員

　

県
商
工
会
連
合
会
は
八
月
三
日

に
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
小
企
業
等
経
営
改
善
資

金
融
資
制
度
（
マ
ル
経
制
度
）
の

審
査
委
員
等
七
十
二
名
出
席
の
も

と
、
適
正
な
る
運
用
と
利
用
拡
大

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

平
成
十
九
年
度
マ
ル
経
審
査
委
員

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
財
団
法
人
北
陸

経
済
研
究
所
特
別
研
究
員
の
山
本

正
臣
氏
か
ら「
地
域
力
は
文
化
力
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。　

　

山
本
氏
は
、
九
谷
焼
や
加
賀
野

菜
・
和
菓
子
を
例
に
し
地
産
・
地

消
の
重
要
性
を
訴
え
、
そ
れ
に
は

地
域
の
生
活
様
式
と
一
体
と
な
る

（
確
立
す
る
）
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

が
地
域
産
業
の
発
展
に
も
大
い
に

繋
が
っ
て
い
く
と
話
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

富
山
支
店
長
の
澤
田
和
実
氏
よ
り

「
県
内
の
景
況
・
金
融
情
勢
及
び
マ

ル
経
資
金
の
活
用
促
進
に
つ
い
て
」、

高
岡
支
店
長
の
中
川
卓
三
氏
と
融

資
課
長
の
浦
前
光
伸
氏
よ
り
「
マ

ル
経
推
薦
書
の
見
方
・
審
査
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
あ

り
、
マ
ル
経
審
査
委
員
と
し
て
マ

ル
経
資
金
の
適
正
な
運
用
と
利
用

拡
大
に
つ
い
て
お
願
い
が
あ
っ
た
。

約百人が種まき　１０月中旬に収穫

や
そ
ば
茶
ゼ
リ
ー
な
ど
を
試
作
し

て
い
る
。

　

八
月
四
日
に
は
、
利
賀
村
地
域

内
に
お
い
て
、
参
加
者
約
百
人
が

紅
そ
ば
で
高
価
な「
高
嶺
ル
ビ
ー
」

の
種
ま
き
を
行
っ
た
。
ま
た
、
同

地
域
内
の
「
め
ん
め
ん
館
」
で
、

ネ
パ
ー
ル
原
産
の
そ
ば「
紅
そ
ば
」

を
使
い
特
産
品
化
を
目
指
し
て
試

食
会
を
実
施
し
た
。

　

中
小
企
業
庁
の
「
地
域
資
源
∞

全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
支
援

先
の
利
賀
村
商
工
会
は
、
七
月
十

七
日
に
県
利
賀
芸
術
公
園
合
掌
に

お
い
て
第
一
回
目
の
実
行
委
員
会

を
開
催
し
た
。

　

城
岸
一
明
利
賀
村
商
工
会
長
は
、

「
利
賀
地
域
の
新
た
な
特
産
品
の

開
発
に
力
を
入
れ
、
特
に
紅
そ
ば

を
商
品
化
し
て
、
利
賀
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
を
目
指
し
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
、
城
岸
商
工
会

長
や
清
水
南
砺
市
商
工
課
長
、
地

元
各
団
体
の
代
表
者
な
ど
十
九
人

で
構
成
。『「
紅
そ
ば
香　

ロ
ハ
ス

村
」
か
ら
発
信
、
利
賀
の
ビ
ス
タ

ー
レ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
の
事
業
内

容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
検
討

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

①
ネ
パ
ー
ル
と
の
交
流
を
き
っ
か

け
に
栽
培
を
始
め
た
紅
そ
ば
の
食

品
と
し
て
の
価
値
を
高
め
、
利
賀

ブ
ラ
ン
ド
化
を
確
立
す
る
。

②
遊
休
施
設
を
活
用
し
た
岩
魚
と

触
れ
合
う
体
験
や
、
森
林
浴
活
動

の
新
し
い
取
組
み
・
観
光
客
誘
致

の
実
施
。

③
そ
ば
う
ち
体
験
、
そ
ば
刈
り
体

験
、
枝
打
ち
体
験
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
企
画
、
販

路
拡
大
。

④
ロ
ハ
ス
な
村
の
観
光
資
源
、
新

特
産
品
を
ネ
ッ
ト
の
有
効
活
用
や

交
流
都
市
利
用
に
よ
り
販
路
拡
大
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
会
で
は
利
賀

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
、
こ
れ
か

ら
は
「
紅
そ
ば
」
と
い
う
表
現
を

す
る
こ
と
に
決
め
た
。

　

同
商
工
会
は
、
既
に
紅
そ
ば
を

利
用
し
た
缶
詰
の
栽
培
用
キ
ッ
ト

地
域
資
源
∞
全
国
展
開
支
援
事
業

����
�����

あ
か

�
��
�����	

利
賀
村
商
工
会

�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
											













〜

マ

ル

経

審

査

委

員

研

修

〜

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
廃
業

等
に
よ
る
会
員
数
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
平
成
二
十
年

三
月
ま
で
「
会
員
増
強
運
動
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
で
新
規
開
業
事
業
所
等

が
あ
れ
ば
、
地
元
商
工
会
も
し
く

は
県
商
工
会
連
合
会
迄
ご
連
絡
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

目
標　
県
全
体
組
織
率　

％
70
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売れる特産品を目指してアドバイス

中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
新たな資金調達に　→　中小企業特定社債保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
事 業 の 再 生 に　→　事 業 再 生 保 証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　ＴＥＬ　（０７６）４２３－３１７１
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/
高岡相談室　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル８階）
　　　　　　　　　開設日　火曜日及び木曜日
　　　　　　　　　ＴＥＬ　（０７６６）２１－６８２０

商
工
会
地
域
の
資
源
を
有
効
活
用

し
た
特
産
品
の
支
援
に
よ
っ
て
、

雇
用
等
が
新
た
に
生
ま
れ
、
地
域

産
業
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
特
産
品
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
者
の
方
は
、

地
元
商
工
会
を
通
じ
て
是
非
と
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加
さ
れ
た
い
。

特
産
品
開
発
を
支
援

���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

★
未
支
給
年
金
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
ご
遺
族
が
手
続
き
を
さ
れ

る
場
合

・
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
受
け
て
い

た
年
金
の
「
振
込
通
知
書
」「
未
支

給
年
金
支
給
決
定
通
知
書
」
な
ど
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
基
礎
年
金
番

号
・
年
金
コ
ー
ド
が
確
認
で
き
る

も
の

・
手
続
き
を
さ
れ
る
方
の
ご
本
人

確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書

・
振
込
を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関

の
預
金
口
座
の
通
帳

★
未
支
給
年
金
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
ご
遺
族
が
手
続
き
を
さ
れ

る
場
合

・
事
前
に
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
で
必
要
と
な
る
書
類
の
お
問

い
合
わ
せ
を
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

▼
県
商
工
会
連
合
会
総
合
支
援
室

　
�
０
７
６
‐
４
４
１
‐
２
７
１
６

▼
地
元
商
工
会　
　
　
　
　
　
　

商商
工工
会会
合合
併併
のの
メメ
リリ
ッッ
トト
とと

商商
業業
活活
性性
化化
策策
をを
研研
修修

商商
工工
会会
合合
併併
のの
メメ
リリ
ッッ
トト
とと

商商
業業
活活
性性
化化
策策
をを
研研
修修

年
金
相
談
会
を
開
催
！

県
内
四
会
場

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
商
工
会

組
織
再
編
の
検
討
に
資
す
る
と
と

も
に
、
商
工
会
が
取
り
組
む
べ
き

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
策
に
つ

い
て
視
察
研
修
し
た
。

加
美
商
工
会
（
宮
城
県
）

加
美
商
工
会
は
、
平
成
十
五
年
に

四
商
工
会
の
新
設
合
併
に
よ
り
誕

生
。
合
併
後
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

財
政
面
に
お
い
て
費
用
弁
償
等
が

大
幅
に
削
減
、
本
所
の
職
員
数
増

に
よ
り
会
員
か
ら
の
相
談
対
応
の

迅
速
化
・
職
務
の
専
門
化
が
可
能

に
な
っ
た
と
説
明
を
受
け
た
。

昭
和
縁
結
び
通
り
商
店
街
（
山
形
県
）

　

昭
和
の
品
物
を
店
舗
に
飾
る
十

九
の
「
昭
和
ミ
ニ
資
料
館
」
に
よ

り
、
商
店
街
に
交
流
人
口
の
増
加

を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
。
ま
た
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
作
に
て
商
店
街
の

イ
メ
ー
ジ
作
り
に
寄
与
し
て
い
た
。

㈱
ま
ち
づ
く
り
会
津
（
福
島
県
）

　

既
存
建
物
の
表
層
部
分
の
修
景

に
よ
る
「
大
正
浪
漫
調
」
の
街
並

み
づ
く
り
と
、「
四
つ
（
い
す
、
ト

イ
レ
、
お
茶
、
お
荷
物
）
の
ど
う

ぞ
」
運
動
に
て
、
ふ
れ
あ
い
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
行
い
、
ま
ち

な
か
の
散
策
客
が
増
加
し
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
県
内

に
お
け
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
商
品
の
開
発
や
試
作
に
取
り
組

ん
で
特
産
品
開
発
を
行
う
事
業
者

を
、
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
を
目
的
に
、「
特
産
品
ク
リ
ニ

ッ
ク
」
を
開
催
す
る
。

　

流
通
関
係
者
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
の
専
門
家
が
、
事
業
者
か
ら
の

相
談
に
応
じ
、
特
産
品
を
検
分
し

な
が
ら
生
産
者
や
製
造
元
と
直
接

意
見
交
換
を
行
い
、
変
化
す
る
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
し
い
特

産
品
開
発
と
新
販
路
開
拓
に
向
け

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。

　

特
産
品
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
対
象
は

次
の
と
お
り
。

①
原
則
と
し
て
新
規
開
発
・
改
良

予
定
の
食
品
及
び
非
食
品

②
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
特
産

品
づ
く
り
に
悩
ん
で
い
る
も
の

③
販
路
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
も
の

④
特
産
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
も
の

　

特
産
品
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
こ
の

秋
に
実
施
す
る
予
定
。
特
に
、
各

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
今
般

の
年
金
記
録
問
題
に
つ
い
て
、
社

会
保
険
庁
よ
り
協
力
依
頼
を
受
け
、

県
内
の
四
会
場
に
て
「
年
金
相
談

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
相
談
会
持
参
書
類
】

★
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

・
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど
、

基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
が

確
認
で
き
る
も
の

�������
（会場、日時）

１、宇奈月町商工会
　９月１９日（水）　９：３０～１６：００
　１０月１７日（水）　９：３０～１６：００
２、和合商工会
　９月１９日（水）　９：３０～１６：００
　１０月１７日（水）　９：３０～１６：００
３、小杉商工会
　９月１３日（木）　１０：００～１６：００
　１０月１８日（木）　１０：００～１６：００
４、福野商工会
　９月４日（火）　１０：００～１５：００
　１０月３０日（火）　１０：００～１５：００

商
工
会
長
視
察
研
修

〜
８/７

８/９
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よ
く
お
客
様
か
ら
「
何
で
カ
ン

ト
リ
ー
パ
パ
と
い
う
名
前
に
し
た

が
け
」
と
い
う
ご
質
問
を
い
た
だ

き
ま
す
。
開
業
準
備
を
し
て
い
る

時
に
、
か
な
り
時
間
を
か
け
て
考

え
た
こ
の
名
前
は
、
私
が
お
店
を

経
営
し
て
い
く
上
で
重
要
な
意
味

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

お
花
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
く

お
客
様
は
圧
倒
的
に
主
婦
層
の
方

が
多
く
、
こ
の
方
た
ち
に
簡
単
に

覚
え
て
い
た
だ
け
、
お
お
ら
か
な

お
父
さ
ん
の
よ
う
な
温
か
い
雰
囲

気
の
お
店
を
作
ろ
う
と
命
名
し
、

お
客
様
が
ゆ
っ
く
り
と
お
買
い
物

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
空
間
を

作
る
た
め
に
、
試
行
錯
誤
し
て
こ

の
店
の
形
を
作
り
ま
し
た
。

　

約
四
十
五
年
前
に
建
て
ら
れ
た

民
家
を
再
利
用
し
、
店
の
中
に
入

っ
て
い
た
だ
く
と
数
十
年
前
の
あ

の
頃
を
思
い
出
す
よ
う
な
、
居
心

地
の
い
い
空
間
を
演
出
し
て
い
ま

す
。
花
屋
が
お
売
り
し
て
い
る
商

品
は
も
ち
ろ
ん
き
れ
い
な
お
花
で

す
が
、
私
た
ち
が
お
客
様
に
ご
提

供
す
る
も
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
お
買
い
物
を
終
え
て
お
帰
り

に
な
る
お
客
様
が
、
ま
た
こ
の
お

店
に
来
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
雰
囲
気
作
り
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
花
を
使
う
機
会
は
実
に
様
々

で
、
嬉
し
い
時
ば
か
り
で
は
な
く

悲
し
い
時
や
辛
い
場
面
に
も
出
会

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
世
間
話
を
交
え
な
が
ら

の
会
話
を
大
切
に
し
、
納
得
い
く

ま
で
楽
し
く
お
買
い
物
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

良
い
商
品
プ
ラ
ス
α
を
大
切
に
す

る
こ
と
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
お
客

様
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る

重
要
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

　

開
業
し
て
四
年
が
過
ぎ
、
開
業

当
初
と
比
べ
取
り
扱
う
商
品
も
だ

い
ぶ
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し
た
。

温
か
い
雰
囲
気
づ
く
り
で
命
名

昔
な
が
ら
の
花
屋
さ
ん
で

良
い
商
品
プ
ラ
ス
α

生
花
や
器
な
ど
、
様
々
な
ル
ー
ト

を
開
拓
し
富
山
で
は
あ
ま
り
お
目

に
か
か
れ
な
い
商
品
を
取
り
揃
え

る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
珍
し
い
も
の
奇
抜
な
も
の

は
お
客
様
の
目
を
引
く
重
要
な
ア

イ
テ
ム
で
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
で

は
お
客
様
の
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン

を
か
え
っ
て
狭
く
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
昔
な
が
ら
の

定
番
商
品
と
新
し
い
も
の
と
を
程

よ
く
揃
え
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
、

こ
れ
か
ら
経
営
を
続
け
て
い
く
う

え
で
大
変
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
商
売
を
続
け
て
き
た
、
た

っ
た
４
年
の
間
に
も
お
客
様
の
好

み
は
確
実
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
変
化
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
な
が
ら

も
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
進
む
よ

う
な
昔
な
が
ら
の
花
屋
さ
ん
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

目新しい花も並ぶ店内

昔ながらの雰囲気のお店

お申込み、お問合せは地元商工会へ

●商工会員・青年部員・女性部員・職員の４種類のカードがあり、身分証になります。

●商工会カードサービス加盟店で割引等の優待があります。

●ご利用ポイントを集めて素敵なプレゼントと交換できます。

●会員専用カタログで格安ツアーのご紹介とあなたの村から、町からの情報発信ができます。

●ホテル・レストラン・レジャー施設が優待料金でご利用できます。

入会金・年会費入会金・年会費　無料！無料！

��������	
�����������	��	��

�����������

花よりも大切にしたい
ものがあります

代代 表表
高高 橋 健 一橋 健 一

創　業　平成１５年５月５日
住　所　射水市中野６２３‐４
ＴＥＬ　０７６６‐５１‐６３６０

営業時間　９：３０～１９：００
定休日　火曜日

稚
児
舞

九
月
四
日

国
指
定
・
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

下
村
商
工
会 胡蝶の舞胡蝶の舞
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南
砺
市
城
端
の
城
端
別
院
善
徳

寺
に
て
七
月
二
十
二
日
に
「
東
西

砺
波
盤
持
大
会
」
が
行
わ
れ
た
。

　

東
西
砺
波
盤
持
大
会
は
、
合
計

百
二
十
キ
ロ
の
米
俵
を
肩
で
担
ぎ
、

片
方
の
腕
を
水
平
に
伸
ば
し
て
ポ

ー
ズ
を
決
め
、
力
自
慢
を
競
う
。

城
端
商
工
会
の
青
年
部
長
が
平
成

十
七
年
か
ら
運
営
組
織
の
東
西
砺

波
盤
持
講
の
会
長
を
務
め
て
お
り
、

大
会
前
に
は
石
川
幹
人
部
長
を
は

じ
め
青
年
部
員
が
、
伝
統
を
継
承

し
よ
う
と
米
俵
作
り
を
行
い
、
一

般
の
部
用
六
十
キ
ロ
、
中
学
生
用

四
十
五
キ
ロ
、
小
学
生
用
三
十
キ

ロ
の
コ
メ
を
流
し
込
ん
だ
筒
状
の

米
俵
を
完
成
さ
せ
た
。

　

東
西
砺
波
盤
持
大
会
の
一
般
の

部
に
は
十
五
名
、
中
学
生
の
部
に

十
三
名
、
そ
し
て
、
一
歳
〜
小
学

六
年
生
ま
で
の
ち
び
っ
子
盤
持
大

会
に
は
四
十
五
名
の
参
加
が
あ
り
、

米
俵
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
ち

び
っ
こ
の
奮
闘
に
大
変
盛
り
上
が

っ
た
大
会
で
あ
っ
た
。

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西
砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺砺
波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波波
盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤
持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

城
端
商
工
会
青
年
部

八
重
津
」
は
、
青
年
部
の
地
域
防

犯
委
員
会
が
活
動
を
行
い
、
和
合

地
区
の
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。

　

青
年
部
員
は
毎
週
土
曜
日
を
重

点
に
、
八
重
津
浜
海
水
浴
場
周
辺

を
午
後
九
時
か
ら
暗
闇
を
懐
中
電

灯
で
照
ら
し
な
が
ら
、
環
境
美
化

と
し
て
の
ゴ
ミ
拾
い
と
、
地
域
安

全
の
た

め
の
防

犯
パ
ト

ロ
ー
ル

を
実
施

し
て
い

る
。

幼稚園児による盤持

安
全
で
安
心
き
れ
い
な
町
に
！

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重
津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津
浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

和
合
商
工
会
青
年
部

　

和
合
商
工
会
青
年
部
（
高
見
健

太
郎
部
長
）
は
、
七
〜
八
月
に
か

け
て
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
八
重
津

浜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

　

自
主
的
地
域
安
全
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
す
る
「
セ
ー
フ
テ
ィ

暗闇の八重津浜をパトロール

　

小
売
業
の
売
上
確
保
の
公
式
は

『「
客
数
」
×
「
買
物
率
」
×
「
客

単
価
」
＝
売
上
額
』
で
あ
る
。

　

来
店
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
商

圏
内
で
丁
寧
に
、

魅
力
的
な
商
売

の
展
開
こ
そ
繁

栄
の
継
続
に
通

じ
る
こ
と
で
あ

る
。
宣
伝
と
品
揃
え
と
価
格
に
気

を
配
り
、
清
潔
な
店
舗
で
明
る
く

接
客
、
安
心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

商
圏
人
口
は
高
齢
化
し
、
減
少

そ
れ
で
も
、
都
市
的
な
こ
と
ば
か

り
を
学
ん
で
、『
売
上
げ
過
疎
地
』

に
お
け
る
繁
栄
策
の
研
究
が
少
な

い
と
こ
ろ
に
、
学
び
間
違
え
て
い

る
地
域
の
小
売
業
の

現
状
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
。

　

日
本
の
人
口
は
今
、

一
億
二
千
七
百
五
万

三
千
四
百
七
十
一
人
。
全
国
の
中

で
三
十
七
道
府
県
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
。
富
山
県
の
人
口
は
お

よ
そ
百
十
一
万
人
に
減
少
し
て
い

る
。

し
て
い
る
地
域
は
多
い
。
そ
し
て
、

過
疎
化
に
悩
む
地
域
も
多
い
。
こ

の
地
域
で
は『
売
上
額
の
過
疎
化
』

が
続
い
て
お
り
、
商
売
の
維
持
に

重
大
な
支
障
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

が
無
く
な
れ
ば
、
生
活
の
不
便
さ

が
心
配
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
は

誰
で
も
分
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
�
	



経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士

　

県
商
工
会
連
合
会
が
ま
と
め
た

平
成
十
九
年
四
〜
六
月
期
の
景
気

動
向
調
査
に
よ
る
と
、
本
県
商
工

会
地
域
中
小
企
業
の
全
産
業
の
業

況
判
断
Ｄ
Ｉ
（「
好
転
」
―
「
悪

化
」
企
業
割
合
の
差
）
は
△
二
四
・

一
で
前
回
調
査
（
三
月
）
比
よ
り

三
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
建

設
業
が
悪
化
し
た
が
、
製
造
業
・

小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
好
転
し

た
た
め
で
あ
る
。

４
‐
６
月
期
、水
面
下
な
が
ら

����������������������������������������������������
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の
他
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
倍
率

方
式
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

路
線
価
方
式

　

道
路
に
面
す
る
標
準
的
な
１
㎡

当
た
り
の
価
額
が
付
さ
れ
た
路
線

価
に
、
そ
の
土
地
の
形
状
、
奥
行
、

間
口
等
の
格
差
に
一
定
の
調
整
率

を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

　

倍
率
方
式

　

固
定
資
産
税
評
価
額
に
一
定
の

倍
率
を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。
な

お
倍
率
は
、
評
価
倍
率
表
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
宅
地
に
つ
い
て

は
申
告
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て

減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
の
評
価

　

建
物
は
、
固
定
資
産
税
評
価
額

に
よ
っ
て
評
価
し
ま
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

　

Ｑ

�

父
が
亡
く
な
り
相
続
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
土
地
・
建
物
等

の
不
動
産
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ

�

時
価

　

相
続
時
の
財
産
の
評
価
は
、
時

価
に
よ
る
も
の
と
し
、時
価
と
は
課

税
時
期
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

財
産
の
現
況
に
応
じ
、
不
特
定
多

数
の
当
事
者
間
で
自
由
な
取
引
が

行
わ
れ
る
場
合
に
通
常
成
立
す
る

と
認
め
ら
れ
る
価
額
を
い
い
、
そ

の
価
格
は
通
達
の
定
め
に
よ
っ
て

評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
達
の
定
め

　

市
街
地
等
に
あ
る
土
地
に
つ
い

て
は
路
線
価
を
基
に
計
算
し
、
そ

相
続
の
不
動
産
評
価

バ
イ
ス
を
受

け
開
店
に
至

り
ま
し
た
。

�
営
業
方
針

　

堅
苦
し
い

と
思
わ
れ
が

ち
な
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
、

当
店
は
箸
で

も
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

気
軽
に
料
理

を
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
る

雰
囲
気
づ
く
り
を
第
一
に
考
え
て

い
ま
す
。

　

自
家
野
菜
な
ど
地
元
の
食
材
を

用
い
、
安
全
で
お
い
し
い
料
理
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

�
開
業
の
動
機
・
経
緯

　

高
岡
市
福
岡
町
の
中
心
部
に
あ

る
「
レ
ス
ト
ラ
ン　

ぱ
り
じ
ぇ
ん

ぬ
」
は
、
気
軽
に
フ
ラ
ン
ス
料
理

が
食
べ
ら
れ
る
お
店
と
し
て
、
昨

年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
シ
ェ

フ
で
経
営
者
の
水
上
智
之
さ
ん
は
、

大
阪
で
修
業
を
積
ん
だ
後
、
東
京

勤
務
を
経
て
、
昨
年
七
月
に
祖
父

母
が
住
む
福
岡
町
に
帰
省
し
た
際
、

「
雅
楽
の
館
」
で
テ
ナ
ン
ト
の
募

集
を
知
り
開
業
を
決
意
。

　

そ
れ
か
ら
、
商
工
会
の
経
営
指

導
員
か
ら
開
業
に
向
け
て
の
ア
ド

�
今
後
の
展
開
や
抱
負

　

開
店
し
て
も
う
す
ぐ
一
年
を
迎

え
ま
す
。
多
く
の
皆
様
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
初
心
を
忘
れ
な
い
で
、
お

い
し
い
料
理
を
提
供
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

毎
月
二
十
日
は
、
三
千
円
で
食

べ
放
題
、
飲
み
放
題
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
九
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
の
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
に
加
え
て

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
も
実
施
し
て
い
き

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

�
創
業
を
目
指
す
方
へ

　

創
業
し
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、

楽
し
い
こ
と
よ
り
大
変
な
こ
と
の

方
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い
も
あ

り
ま
す
。
夢
を
持
っ
て
い
る
方
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

白壁のおしゃれな店内に
流れる音楽が心地よい　
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気楽に味わっていただける
フランス料理店を目指し創業

レストラン
ぱりじぇんぬ

創 業 平成１８年９月２０日 事業主 水上智之
所 在 地 高岡市福岡町福岡１２０８
Ｔ Ｅ Ｌ ０７６６－６４－１５７５
営業時間 １１：００～１５：００（ランチタイム）

１７：００～２３：００（ディナータイム）
※ラストオーダーは２２：３０

定 休 日 毎週火曜日 駐 車 ７台
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９月～12月

□ 五福スタジオ／〒９３０‐０８８３　富山市五福新町５７６８
TEL:（０７６）４３２‐０３５９　FAX:（０７６）４３３‐７７６４
E-mail:ebisudo-gofuku@mb.viplt.ne.jp

□ 山室事務所／〒９３９‐８０２２　富山市山室荒屋５１４
□ 針原スタジオ／〒９３１‐８４３１　富山市針原中町１８１‐２

看 板 全 般

ネオンサイン

店舗　設計・施工

建設業知事許可（般）第５１５９号
富山県屋外広告業登録 第１８４号
富山市屋外広告業登録 第６１６４号

情報漏洩、セキュリティ対策に悩まされていませんか？

株式会社 不二越情報システム
〒９３０‐０９６５　富山市不二越本町１丁目１番１号
TEL：０７６‐４９３‐７２０１　e-Mail：fiscc@nachi.co.jp

・コンテンツ管理 /監視
・暗号化、ユーザー認証
・インテリジェント監視カメラ
・ネットワークセキュリティ(ファイヤウォール )
・シンクライアント /VPN
・スパム、ウィルスメール対策 一度

、ご相
談くだ

さい。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
改
正

〜
平
成
二
十
年
四
月
一
日
施
行
〜

　

パ
ー
ト
労
働
者
の
雇
用
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

―
改
正
ポ
イ
ン
ト
―

○
一
定
（
昇
給
・
退
職
手
当
・
賞

与
の
有
無
）
の
労
働
条
件
に
つ
い

て
明
示
が
義
務
化
。

○
待
遇
の
決
定
に
当
た
っ
て
考
慮

し
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ

と
が
義
務
化
。

○
「
正
社
員
と
同
視
す
べ
き
パ
ー

ト
労
働
者
」
の
待
遇
を
差
別
的
に

取
り
扱
う
こ
と
を
禁
止

○
賃
金
の
決
定
は
、
正
社
員
と
の

均
衡
を
考
慮
し
、
職
務
の
内
容
、

成
果
、
意
欲
、
能
力
、
経
験
等
を

勘
案
す
る
こ
と
が
努
力
義
務
化
。

○
教
育
訓
練
を
行
う
こ
と
が
努
力

義
務
化
。

○
福
利
厚
生
施
設
等
に
つ
い
て
、

パ
ー
ト
労
働
者
に
利
用
の
機
会
を

提
供
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

義
務
化
。

○
正
社
員
へ
の
転
換
を
推
進
す
る

た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
義

務
化
。

【
お
問
合
先
】富
山
労
働
局
雇
用
均
等
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
６
‐
４
３
２
‐
２
７
４
０

　

労
働
者
が
、
公
益
の
た
め
に
法

令
違
反
等
に
関
す
る
通
報
を
し
た

場
合
、
事
業
者
は
「
公
益
通
報
者

保
護
法
」
に
よ
り
次
の
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
解
雇
等
の
不
利
益
な
取
扱
い
の

禁
止

◇
通
報
・
相
談
窓
口
の
設
置
―
事

業
者
内
部
で
の
通
報
処
理
の
仕

組
み
を
整
備
す
る
。

◇
個
人
情
報
の
保
護

◇
通
報
者
へ
の
処
理
状
況
の
通
知

【
お
問
合
先
】
内
閣
府
国
民
生
活
局
企

画
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
３
５
８
１
‐
４
９
８
９

公
益
通
報
者
保
護
法
を
踏
ま
え
て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の
強
化
を
！

平
成
十
九
年
度

後
期
技
能
検
定
の
お
知
ら
せ

◎
検
定
職
種

特
級
―
鋳
造
、
金
属
熱
処
理
、
機

械
加
工
、
放
電
加
工
な
ど　

職
種

２２

１
級
・
２
級
・
単
一
等
級
―
さ
く

井
、
金
属
溶
解
、
工
場
板
金
、
機

械
検
査
な
ど　

職
種
・　

作
業

５１

６６

３
級
―
建
築
大
工
、
和
裁
、
時
計

修
理
な
ど　

職
種
・　

作
業

１２

１４

◎
受
験
申
請
書
の
受
付

十
月
一
日�
〜
十
月
十
二
日�

◎
受
験
申
請
書
の
提
出
先

富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

富
山
市
安
住
町
７
―　
　１８

安
住
町
第
一
生
命
ビ
ル
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
６
‐
４
３
２
‐
９
８
８
７

　

県
融
資
制
度
の
金
利
が
、
八
月

二
十
七
日
よ
り
０
・　

％
引
き
上

２５

げ
ら
れ
ま
す
。
主
な
融
資
制
度
の

金
利
は
別
紙
折
込
の
「
平
成
十
九

年
度
主
な
県
融
資
制
度
」
に
て
ご

確
認
下
さ
い
。

　

な
お
、県
融
資
制
度
の
ご
相
談
・

お
申
込
み
は
地
元
商
工
会
へ
ど
う

ぞ
。

　

県
商
工
会
連
合
会
及
び
商
工
会

は
、
が
ん
ば
る
元
気
な
企
業
が
抱

く
経
営
問
題
に
対
応
し
、
そ
の
解

決
を
図
る
経
営
課
題
を
策
定
す
る

こ
と
で
、
指
導
員
等
が
身
近
な
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
企
業
と
協

働
し
な
が
ら
積
極
的
な
指
導
、
支

援
を
通
じ
て
、
企
業
の
あ
る
べ
き

姿
（
経
営
目
標
を
持
つ
）
の
実
現

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

十
二
月
ま
で
「
経
営
改
善
プ
ラ
ン

提
案
巡
回
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

新
た
な
取
組
み
を
実
践
し
よ
う

と
す
る
元
気
な
企
業
は
、
地
元
商

工
会
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�����

�
�������	


【会 場】富山大学五福キャンパス（他県内各会場、東京会場）
【時 間】中級・一般：午後１時30分～３時（90分）
　　　　　　ジュニア：午後１時30分～２時20分（50分）
【受 験 料】中級3，000円、一般2，000円、ジュニア1，000円（小学生以下）
【認定基準】中級は80点以上、一般・ジュニアは70点以上で合

格とします。（スタンプラリーのポイントを含む）

お問合先 　「越中富山ふるさとチャレンジ」事務局
〒930‐0094　富山市安住町2‐14　ＴＥＬ076‐445‐3336

��������	
��

【実 施 日】 平成19年11月18日（日）
【申込受付期間】 ９月３日（月）～10月10日（水）※必着

�就業中・業務外・国内外を問わず、病気・ケガによる
月々の所得を補償する制度です。

�保険料は、一般の契約に比べ52％割安です。
�最長１年間の長期補償です。
�ご加入者全員に健康・介護相談サービスを無料でご提
供いたします。

�自宅療養も補償いたします。
　　※医師の指示による自宅安静療養をさします。
　　※「奥様安心プラン」「入院初期費用特約」は対象外です。

（平成19年７月現在）

引受保険会社：㈱損害保険ジャパン

商工会の会員および従業員のための

全国商工会経営者休業補償制度



お問合せ先日　時イベント名
０７６３‐８２‐２５３９井波観光協会８／２３�～９／１７�寺のまちアート in いなみ２００７
０７６‐４５５‐３１８１八尾町商工会９／１�～９／３�おわら風の盆
０７６６‐５９‐２３２５下村商工会９／４�稚児舞
０７６６‐５２‐３５１０大門商工会９／８�二口熊野社火渡り神事
０７６６‐５３‐１００５櫛田神社社務所９／１０�櫛田神社秋の例大祭
０７６５‐６２‐１５１５宇奈月温泉観光協会９／９�～１５�　２０：００～越中おわら宇奈月編・仲秋の部
０７６３‐６２‐１８２１城端観光協会９／１５�～１６�城端むぎや祭
０７６‐４７２‐０７１６上市町商工会９／１６�市姫さんど
０７６‐４６３‐１２２１立山町商工会９／２２�　１６：００～１９：００まほろば夕市
０７６６‐３６‐０２４６中田かかし祭運営協議会９／２２�～２４�第２４回中田かかし祭
０７６６‐６４‐３０８８つくりもんまつり実行委員会９／２３�～２４�つくりもんまつり
０７６３‐６６‐２４６８五箇山観光協会９／２３�～２４�五箇山麦屋まつり
０７６３‐６６‐２４６８五箇山観光協会９／２５�～２６�こきりこ祭り
０７６３‐６６‐２４０３道の駅たいら９／２９�～３０�五箇山和紙まつり

８

（昭和52年3月12日第三種郵便物認可）　商工会とやま第387号　平成19年8月20日発行（毎月1回20日発行） 

　

八
日�
、
二
口
熊
野
社
に
お
い

て
火
渡
り
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
。

三
頭
の
獅
子
が
町
内
を
巡
回
後
、

夕
方
に
二
口
熊
野
社
鳥
居
に
積
ま

れ
た
約
二
ｍ
の
稲
わ
ら
に
点
火
さ

れ
た
燃
え
上
が
る
炎
の
中
を
、
三

頭
が
勢
い
よ
く
走
り
抜
け
、
そ
の

後
ろ
か
ら
ご
神
体
を
乗
せ
た
神
輿

が
境
内
に
入
場
す
る
と
い
う
県
内

で
も
珍
し
い
お
祭
り
。

　

ま
た
、
十
日�
に
は
櫛
田
神
社

秋
の
例
大
祭
が
行
わ
れ
る
。
神
輿

渡
御
は
、
色
と
り
ど
り
の
衣
装
で

百
ｍ
に
も
及
ぶ
行
列
で
平
安
調
絵

巻
を
思
わ
せ
、
夕
方
に
は
参
道
入

口
の
燃
え
さ
か
る
炎
の
中
へ
獅
子

舞
や
神
輿
が
勢
い
浴
突
っ
込
み
、

祭
り
は
最
高
潮
に
達
す
る
。

二
口
熊
野
社
火
渡
り
神
事

櫛
田
神
社
秋
の
例
大
祭

大 門

五
箇
山
麦
屋
ま
つ
り

こ
き
り
こ
祭
り

五箇山
　

二
十
三
日
・
二
十
四
日
は
「
五

箇
山
麦
屋
ま
つ
り
」
が
下
梨
・
地

主
神
社
の
境
内
で
行
わ
れ
、
二
十

五
日
・
二
十
六
日
は
、「
こ
き
り
こ

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

運
営
協
議
会
で
は
、
町
内
外
か

ら
か
か
し
出
品
を
受
付
け
て
い
る
。

第

回
２４中

田
か
か
し
祭

中 田

ささら踊りが代表的な、こきりこ踊り

　

二
十
二
日�
〜
二
十
四
日�
、

中
田
商
店
街
・
中
田
Ｓ
Ｃ
「
ア
ロ

ー
」・
中
田
公
園
を
会
場
に
百
体
以

上
の
「
か
か
し
」
が
並
ぶ
。

　

毎
年
世
相
を
映
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
か
か
し
が
展
示
さ
れ
、
祭
り
の

「
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、

グ
ラ
ン
プ
リ
一
体
に
七
万
円
の
賞

金
が
も
ら
え
る
。
イ
ベ
ン
ト
で
は

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
よ
さ
こ
い

披
露
、
か
か
し
音
頭
街
流
し
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

イナバウアー　かかし

　

平
家
の
落
人
が
在
り
し
日
の
栄

光
栄
華
を
偲
ん
で
唄
い
踊
っ
た
麦

屋
節
、
上
梨
・
重
文
白
山
宮
境
内

に
て
、
平
安
時
代
に
田
楽
と
し
て

発
祥
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
き
り

こ
唄
が
代
表
的
で
、
古
謡
の
素
朴

さ
を
、
見
て
楽
し
む
だ
け
で
は
な

く
、
講
習
会
な
ど
に
参
加
あ
る
い

は
の
ど
自
慢
を
競
う
な
ど
、
お
客

様
が
参
加
し
て
楽
し
め
る
祭
り
で

も
あ
る
。

炎の中を神輿が勇壮に駆け抜ける
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平成19年度主な県融資制度 融資のご相談、お申込みは『商工会』へ

※１　国指定地域…①富山市（旧大山町、旧八尾町、旧婦中町、旧山田村、旧細入村を除く）、②高岡市（旧福岡町を除く）、③滑川市、④砺波市（旧庄川町を除く）、⑤立山町、⑥旧福野町
※２　中小企業者の経営状況に応じて、保証料率が決定されます。

融資申込先他
融　　　資　　　対　　　象

資金使途融　　　資　　　対　　　象資　　　金　　　名
保証料率（※２）融資利率

（平成１９年８月２７日から）期間（うち据置期間）限度額（万円）

市町村又は商工会を経由の
うえ取扱金融機関 
※取扱は市町村が指定する
金融機関に限る

年０．７％ 
保証必須 

特別小口保険の要件
を満たす方 
年０．５％

年２．２５％
設備　７年 
運転　５年

無担保　１，２５０ 
（保証債務残高が
１，２５０以下等の条件
を満たす者にあって
は、無担保無保証）

設備・運転従業員２０人（商業・サービス業５人）以下の小規模事業者（富山市以外）一 般 小 口 枠
小 口 事 業
資 金

商工会の認定書を添えて取
扱金融機関

年０．４％～年１．２％ 
保証必須

年２．１５％７年（１年）５，０００運転
経済の構造的要因等により、最近３ヶ月以上１年以内の期間の売上高が前年同期
比１０％以上減少又は最近時決算において経常赤字の中小企業者

地 域 産 業 対 策 枠

経 営 安 定
資 金

年０．４％～年１．２％年２．１５％
運転　５年（１年） 
設備　７年（１．５年）

�　２，０００ 
 

�　４，０００ 
 

�　４，０００ 
（うち運転２，０００）

�　運転　　　
�　設備　　　
�　設備・運転

特定中小企業集積地域のうち、国が指定した特に経済が停滞している地域（※１）
において、次のいずれかに該当する中小企業者
�　最近３ヶ月間の売上高が過去３年間のいずれかの年の同期比５％以上の減少
�　設備の新増設を行う者で、最近３ヶ月間の売上高が過去３年間のいずれかの
年の同期と比べ増加していない。
�　指定地域外で事業を営んでおり、新たに指定地域内で事業を開始する。

地域中小企業特別支援枠

商工会の認定書及び実施計
画書を添えて取扱金融機関

年０．４％～年１．２％ 
保証必須

年２．１５％７年（６ヶ月）
�　４，０００ 
�　１，０００

�　借換資金 
（県小口以外） 
�　借換資金 
（県小口のみ）

最近３ヶ月間の売上高が過去３年間のいずれかの年の同期と比べて５％以上減少
し、経営改善計画を策定し借換えを行うことにより経営の改善が期待される中小
企業者

緊 急 経 営 改 善 資 金
取扱期間平成２０年３月３１日まで

商工会の認定書を添えて県
経営支援課

年０．４％～年１．２％年１．９０％
設備　７年（１年） 
運転　５年（１年）

２，０００設備・運転
福祉、環境、特産品の加工等、地域に貢献する事業（コミュニティビジネス）を
行う者で、有償で行われる等、ビジネス要件を備えている事業者

地域貢献型事業（コミュニ
ティビジネス）支援枠

新産業・ベ
ンチャー創
出支援資金

取扱金融機関を経由のうえ
県経営支援課

年０．４％～年１．２％年１．６０％
設備　１０年（１年） 
運転　５年（１年）

１０，０００ 
（うち運転１，０００）

設備 
（運転）

企業のＩＴ化又はＩＴ機器の製造を行うものＩ Ｔ 推 進 枠

年０．７％ 
保証必須

年１．９０％
設備　７年（１年） 
運転　５年（１年）

３，０００
創業予定者 
２，５００

設備・運転
事業を営んでいない個人が事業を開始する予定があるもの、又は事業を開始した
中小企業者であって、創業後１年未満のもの

創 業 者 分
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
枠

年０．７％年１．９０％
設備　１０年（３年） 
運転　５年（１年）

１０，０００ 
（うち運転１，５００）

設備・運転
�　中小企業新事業活動促進法の認定（承認）を受けた事業を行うもの 
�　創造的事業活動促進法の認定を受けた事業を行うもの 
�　中小企業経営革新法の承認を受けた事業を行うもの

創造法・経営革新法等分

年０．４％～年１．２％年１．９０％
設備　７年（１年） 
運転　５年（１年）

４，０００ 
（うち運転１，０００）

設備・運転
現在の事業と日本標準産業分類細分類が異なる事業を新たに行い、新事業の占め
る割合が５年以内に１／４以上となることが見込まれるもの

新事業展開支援分

年０．４％～年１．２％年１．９０％
設備　７年（１年） 
運転　５年（１年）

４，０００ 
（うち運転１，０００）

設備・運転
建設業、卸・小売業を営む中小企業者で、現在の事業と日本標準産業分類の細分類
が異なる事業を新たに行うもの

建 設 業 等
新分野進出支援分

年０．４％～年１．２％年１．９０％７年以内（１年）
��　３，０００ 
�　１０，０００

設備

�　店舗の改装、集配センターの設置を行う中小商業・サービス業者 
�　空き店舗に新たに出店（テナントとしての入居含む）する中小商業・サービス
業者 
�　商店街整備計画に基づきその環境整備を行う組合

商 業 活 性 化 枠
商業・サー
ビス業活性
化 資 金

年０．４％～年１．２％年２．３５％
設備　７･１０年（１年） 
運転　５年（１年）

５，０００・１０，０００ 
（うち運転１，０００）

設備 
（運転）

工場・店舗・事務所等の新増設や機械設備、事業用車両、店舗設備等の導入を行う
中小企業者

設 備 投 資 促 進 資 金

取扱金融機関年０．４％～年１．２％年２．３５％５年（１年）３，０００ 運転事業の多角化・合理化・拡大に取り組む中小企業者事 業 活 性 化 促 進 資 金
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融資のご相談、お申込みは『商工会』へ国民生活金融公庫の主な事業資金融資

※１　ご返済期間によって適用される利率が異なります。
※２　お使いみちによって異なる利率が適用されますので、それぞれの利率を表示しています。

金　　利
（平成１９年８月２０日現在）

返済期間融資限度額
（万円）

利用いただける方融資の種類

２．３０％

運転　　５年以内
設備　　７年以内

（年度末まで１年間返済
期間が延びています）

５５０万円以内
のほか別枠（年度末迄）

４５０万円以内

商工会の経営指導を６ヶ月以上受けている方で、商工会長の推薦を受けた方（常時使
用する従業員が２０人以下、商業・サービス業にあたっては５人以下）

経 営 改 善 貸 付
（ 無 担 保 ・ 無 保 証 人 ）

マ ル 経 融 資

３．８０％
運転　　５年以内
設備　　７年以内

１，０００万円以内

新たに事業を始める方や、事業開始後税務申告を２期終えていない方
・事業開始前、または事業開始後で税務申告を終えていない場合は、創業資金の３分
の１以上の自己資金を確認できること
・雇用の創出や勤務経験等、一定の要件に該当する方

新 創 業 融 資 制 度
（ 無 担 保 ・ 無 保 証 人 ）

担保・保証人の要件を
緩和した融資制度

３．２５％
運転　　５年以内
設備　　１０年以内

２，０００万円以内

税務申告を２期以上行っている方で、次の方を保証人とする
・法人営業の方　－　代表者のほか必要に応じその家族、社内役員の方などを連帯保

証人とする
・個人営業の方　－　ご家族の方などを連帯保証人とする

第三者保証人等を不要とする融資

基準金利（※１）　　　　　
２．６０％

運転　　５年以内
設備　　１０年以内

特定設備資金　　
　　　　２０年以内

４，８００万円以内

特定設備資金　　　　
７，２００万円以内

事業を営む方（ほとんどの業種の方に利用いただけます）普 通 貸 付事 業 ロ ー ン

基準金利（※１）　　　　　
２．６０％

特別利率（※２）　　　　　
Ａ　　２．２％　　　　
Ｂ　　１．９５％　　　
Ｃ　　１．７％　　　　

　　Ｈ　据置期間中２年間　
０．３％　

　　　　据置期間満了後　　
　１．０５％～
　　　５．５５％

運転　　５年以内
設備　　１５年以内

 ―――→Ｈの実績連動金利貸付を選択
の場合は５年

７，２００万円以内
（うち運転資金　　　
　　　４，８００万円以内）

新たに事業を始める方や、事業開始後おおむね５年以内の方新 規 開 業 資 金

新 企 業 育 成 貸 付

７，２００万円以内
（うち運転資金

　　　４，８００万円以内）

女性または３０歳未満か５５歳以上の方で、新たに事業を始める方や事業開始後おおむね
５年以内の方

女性、若者／シニア起業家資金

２，０００万円以内
廃業歴等のある方など一定の要件に該当する方で、新たに事業を始める方や事業開始
後おおむね５年以内の方

再 チ ャ レ ン ジ 支 援 融 資

７，２００万円以内
（うち運転資金　　　
　　　４，８００万円以内）

経営多角化、事業転換などにより、第二創業などを図る方新 事 業 活 動 促 進 資 金

基準金利（※１）　　　　　
２．６０％

特別利率（※２）　　　　　
Ａ　　２．２％　　　　
Ｂ　　１．９５％　　　　
Ｃ　　１．７％　　　　

運転　　５年以内
設備　　２０年以内

７，２００万円以内
（うち運転資金　　　
　　　４，８００万円以内）

卸売業、小売業、飲食店またはサービス業を営む方で、店舗の新築・増改築、機械設備
の導入、新分野進出などを行う方、または、倉庫業、道路貨物運送業等を営む方で、
特定の倉庫施設などを取得する方

企 業 活 力 強 化 資 金

企業活力強化貸付

運転　　５年以内
設備　　１５年以内

７，２００万円以内
（うち運転資金　　　
　　　４，８００万円以内）

情報化のための設備の取得などを行う方Ｉ Ｔ 資 金

運転　　５年以内
設備　　１０年以内

１，５００万円以内
経常利益が赤字であるなど一定の要件に該当する方であって合理化のための設備投資
などの取り組みを行うことにより収益性の向上が見込まれる方

財 務 向 上 サ ポ ー ト 資 金

運転　　５年以内
設備　　１５年以内

７，２００万円以内
（うち運転資金　　　
　　　４，８００万円以内）

雇用創出効果が見込まれる設備投資を行う方地 域 雇 用 促 進 資 金


